
三重県気候変動適応センター

（一般財団法人 三重県環境保全事業団）

三重県気候変動適応センター

事例紹介
～国民参加事業の成果と今後の展開～
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国民参加事業の内容

2019年度 県内の気候変動影響と適応事例のヒアリング
（1年目） 農林水産、自然、健康、防災分野の20件

2020年度 水産物への影響予測【準備】
（２年目） 影響予測のための情報収集と予測方法の検討

主要な水産物についての知見の整理（海水温との関係等）

【参考】 国民参加事業（2年目）として設定した２課題
課題1 三重県沿岸域における海水温の変化に伴う水産物の養殖適地変化
課題2 三重県沿岸域における海水温の変化に伴う養殖水産物への悪影響を

及ぼす赤潮及び魚病リスクの増大

2021年度 水産物への影響予測【実施】
（３年目） 黒ノリ、真珠（アコヤガイ）、マダイについての

詳細な予測方法の決定と実施
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ヒアリング対象（1年目）

農林水産分野
米（※）、イチゴ（※）、茶、 キノコ、乳牛、
黒ノリ（※）、魚類養殖、ブリの稚魚 ※ 研究所と生産者に聴き取り

自然分野
ギフチョウ、ネコギギ、アカウミガメ、干潟の生き物

健康分野
市民プール、小学校の授業

防災分野
自主防災協議会、災害ボランティア支援センター、
みえ防災・減災センター
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海水温の変化に伴う水産物への影響予測（2, 3年目）

将来の海水温上昇による県産水産物への影響予測（2020～）
県水産研究所、県地球温暖化対策課とともに、
海洋研究開発機構（JAMSTEC）、国立環境研究所、三重大学等の
協力を得て実施

対象水産物：黒ノリ、真珠（アコヤガイ）、マダイ
対象期間：21世紀中頃（2041～2055年）

21世紀末（2086～2100年）
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海水温の上昇予測

JAMSTECから提供を受けた海水温データを地図上に表示

※ 水産物への影響予測に直接利用したわけではないが、
一般向けに気候変動の影響を説明するために有効。
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三重県周辺海域の年平均水温の予測（水深0.5m）

基準期間（1991-2005年） 21世紀中頃（2041-2055年）
（RCP8.5シナリオ）

21世紀末（2086-2100年）
（RCP2.6シナリオ）

21世紀末（2086-2100年）
（RCP8.5シナリオ）

国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）による「日本近海域2kmデータセット：FORP-JPN02」をもとに作図 6



三重県周辺海域の年平均水温の予測（水深0.5m 基準期間からの水温の上昇幅）

21世紀中頃（2041-2055年）
（RCP8.5シナリオ）

21世紀末（2086-2100年）
（RCP2.6シナリオ）

21世紀末（2086-2100年）
（RCP8.5シナリオ）

国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）による「日本近海域2kmデータセット：FORP-JPN02」をもとに作図 7



黒ノリ, 真珠(アコヤガイ), マダイへの
影響評価

21世紀中頃（2041-2055年）の予測 【RCP8.5】
21世紀末（2086-2100年）の予測 【RCP2.6、RCP8.5】

※ 以下に例示するグラフは、21世紀末（2086-2100年）のRCP8.5シナリオによる予測結果
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水産物と海水温との関係（予測を行った項目）

水産物 予測項目
黒ノリ養殖 ① 養殖開始時期：水温が23℃に低下する時期

② 養殖終了時期（養殖可能期間）：水温が23℃から最低水温を経て、
最低水温から＋2℃上昇するまでの日数

③ 生長（収量）への影響予測：養殖開始から水温が20℃になるまでの日数
及び水温が再上昇する割合

④ クロダイ等による食害の予測：養殖開始から水温が11℃になるまでの日数
⑤ 病害の影響の予測：養殖開始から水温が18℃になるまでの日数

真珠養殖（アコヤガ
イ） ① へい死の可能性（水温の上限）：水温が30℃以上になる日数

② 避寒の必要性：水温が15℃未満になる日数
③ 赤変病のリスク対策：水温15℃を下回ってから、15℃との差（負の値）の

積算水温が100℃を超えるまでの日数

マダイ養殖 ① 養殖適水温の日数（その１）：水温20～28℃の日数
② 養殖適水温の日数（その２）：水温20～26℃の日数
③ へい死の可能性（水温の上限）：水温が30℃以上となる日数
④ 将来の養殖適地の検討
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水産物の漁場と
海水温の予測を行った
地点（※）

黒ノリ
予測箇所 8地点
水深 0.5m

真珠（アコヤガイ）
予測箇所 4地点
水深 0.5m、
1.875m、4.125m

マダイ
予測箇所 6地点
水深 0.5m、
1.875m、4.125m、
7.5m、12.25m

※  JAMSTECによる海水温の
予測値について、実際の測定
値によって補正を行っている。
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〇基準期間では9月初頭～10月初頭なのに対して、21世紀末（RCP8.5）では
10月末～11月初頭に約１ヵ月程度遅延する見込みである。
〇黒ノリの養殖は表層近くで行われるため、影響予測に用いる水深は0.5mとした。

養殖開始日が遅くなる

黒ノリ 養殖開始日（養殖適水温(23℃)に下がる時期）
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水温が30℃以上になる日数_水深0.5m、1.875m、4.125m
（英虞湾（タコノボリ））
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〇すべての海域において、基準期間では0日なのに対して、21世紀末（RCP8.5）では、水深0.5mで50～
20日程度増加する見込み。
〇真珠（アコヤガイ）の養殖は水深2ｍ付近までで行われている。高水温対策として深吊り（5m付近）が推
奨されているため、影響予測に用いる水深は、0.5m、1.875m、4.125mとした。

水温が30℃以上になる日数_水深0.5ｍ（的矢湾、五ケ所湾、阿曽浦）

真珠 アコヤガイの生存上限水温を超える年間日数（水温30℃以上）
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マダイ 養殖適水温の日数（20℃から26℃の範囲となる年間日数）

〇マダイの養殖は10ｍ～15ｍまでで行われるため、影響評価に用いる
水深は、0.5m、1.875m、4.125m、7.5m、12.25mとした。
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水産物への影響予測結果について ～三重県水産研究所の意見～

黒ノリ

・漁期の短縮化、養殖序盤における水温降下の不安定化（水温降下の鈍化
や再上昇）、病症害や食害の発生など、生産性の低下につながる現象が
予測された。

・温暖化に適応した養殖技術や品種の開発をはじめ、予測によって示唆さ
れた漁場別特性も考慮し、収量確保にかかる適切な漁場選択についても
検討する必要がある。

※ 三重県気候変動適応センターによる要約
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水産物への影響予測結果について ～三重県水産研究所の意見～

真珠（アコヤガイ）

・育種による高水温耐性の高いアコヤガイの作出、沖合など水深の深い海
域での深吊り等の養殖技術の開発が必要になる。

・ 21世紀末(RCP8.5)の場合、英虞湾では、アコヤガイが、赤変病にか
かりにくくするための低水温処理(※)ができなくなる。

※ 水温が15℃より低い漁場で一定期間アコヤガイを育てること

※ 三重県気候変動適応センターによる要約
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水産物への影響予測結果について ～三重県水産研究所の意見～

マダイ

・海面では水温が上昇する。マダイのへい死が増える恐れがある。

・一方、1.875m以深では養殖適水温の日数が横ばいか又は増加するとの
予想である。

・高水温化への適応策としては、マダイ等の高温耐性のある品種の作出等
が考えられる。

※ 三重県気候変動適応センターによる要約
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国民参加事業の成果の活用

○ プレゼンテーション資料
講演会での発表用資料として利用

○ 展示用パネル
図書館など公共施設での企画展示やイベント出展に利用

○ 啓発冊子

○ リーフレット

○ ウェブサイトへの掲載
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プレゼンテーション資料 ヒアリングした事例を
事例毎に1~2枚の
パワーポイントにまとめて
講演会などで使用。
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展示用パネル

講演用のパワーポイントのスライドを印刷・ラミネートして、
展示用パネルを作成。
パネル と 国立環境研究所の「インフォグラフィック」を
並べて展示。
地域の具体的な事例 と 科学的な知見の両面から
気候変動影響と適応についての理解を促す。
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啓発用冊子

20件のヒアリング結果を取りまとめた冊子を発行。
（A4版46ページ）
2019年国民参加事業（1年目）の成果物。
講演会、企画展示、イベント等で配布。
公立図書館に寄贈。
（郷土資料等として来館者の利用に供する。）
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リーフレット

私たちの暮らしと
気候変動

これからどうなる
三重の海とさかな

2019年国民参加事業
（1年目）の成果をもと
に、作成。

2020年、2021年国民
参加事業（2,3年目）
の成果をもとに、作成。
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ウェブサイトへの掲載
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将来展望

情報収集、普及啓発について、従前どおり実施していく。

・情報収集（ヒアリング、文献調査）
過去に収集した情報のフォローアップ、新規案件の発掘

・普及啓発（講演、パネル展示）

これに加え、新たに、以下の事業を実施する。
将来的には、研究関連の情報だけでなく、センターが三重県内の気候変動関
連情報全般のハブ的な機能を担うことを目指している。

◆研究者のネットワーク化
三重県内の気候変動関連の取組を促進するため、気候変動に関係のある多様な分野の
研究者（大学・研究所）が情報共有、意見交換する場を設ける。

○みえ気候変動影響と適応研究会（11/15開催）
主催：三重大学（生物資源学研究科フューチャーアース推進ユニット）

三重県気候変動適応センター
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課題

中長期にわたる運営体制の確立

・少人数で運営しているため、今後、職員が異動した際の、
人的ネットワーク、業務上の知識、ノウハウの継承が困難。

・安定的な財源がないため、情報収集、普及啓発以外の事業計画が
立てづらい。
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三重県気候変動適応センター

（一般財団法人 三重県環境保全事業団）
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